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２
月
の
納
税

▽
固
定
資
産
税
･
都
市
計
画
税

（
第
４
期
）

▽
納
期
限　

２
月　

日
�

２８

※
口
座
振
替
の
人
は
、
納
期
限
に

指
定
口
座
か
ら
振
替
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
預
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
税
係

（
�
�
０
２
１
５
）

「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り　

講
演
会
」の
開
催

▽
テ
ー
マ
…
「
現
代
社
会
と
こ
こ

ろ
の
健
康
〜
ス
ト
レ
ス
解
消
法
教

え
ま
す
」

▽
日
時
…
３
月　

日
�　
　

時
〜

２２

１０

　

時　

分（
受
付
９
時　

分
か
ら
）

１１

３０

３０

▽
会
場
…
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
講
座
室

▽
講
師
…
沖
嶋
今
日
太
さ
ん（
吉
備

国
際
大
学
作
業
療
法
学
科
講
師
）

▽
入
場
料
…
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
健

康
増
進
第
２
係（
�
�
０
２
６
３
）

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ

ん
へ
「
ゆ
ら
ら
利
用
券
」
の

有
効
期
限
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加

入
促
進
と
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、高
梁
市
健
康
増
進
施
設「
朝

霧
温
泉
ゆ
ら
ら
」
へ
の
入
館
料
２

�
�

�
�

回
相
当
分
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
へ
配
布
し
て

い
る
平
成　

年
度
「
ゆ
ら
ら
利
用

１７

券
」
は
有
効
期
限
が
、
３
月　

日
３１

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の
人

で
、
健
康
づ
く
り
と
し
て
利
用
し

た
い
人
は
期
限
ま
で
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
高

齢
者
係
（
�
�
０
２
６
５
）

映
画
「
県
庁
の
星
」　
　
　

パ
ネ
ル
展
の
お
知
ら
せ

　

２
月　

日
に
公
開
さ
れ
る
東
宝

２５

映
画
「
県
庁
の
星
」（
監
督
：
西

谷
弘
、
キ
ャ
ス
ト
：
織
田
裕
二
、

柴
咲
コ
ウ
）
の
撮
影
ロ
ケ
が
、
昨

年　

月
か
ら　

月
に
か
け
て
ポ
ル

１１

１２

カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
撮
影
風
景
を
展

�������入場無料

　日本国内にお住まいの２０歳以上６０歳未満の人は国民年金に
加入しなければなりません。その内、自営業や農業などの第
１号被保険者の人は、毎月定額の保険料を納付することとな
ります。
　しかし、保険料の負担能力がありながら納付していただけ
ない場合は、将来、無年金者になるおそれがあるばかりでな
く、社会連帯に基づく基礎年金制度の根幹を揺るがしかねな
い重大な問題となってきます。
　このため、県下の各社会保険事務所では、たび重なる納付
督促を行っているにもかかわらず、納付義務を果たしていた
だけない人への納付督励を強化するため、今年度は県内で約
１,１００人の未納者に対して「最終催告状」を送付しています。
　未納の状態が続けば、万一の場合に支給される障害年金や
遺族年金も受給できなくなるため、保険料はきちんと納付す
ることがとても大切です。

●●●●●●●●国民年金
国民年金保険料の強制徴収の実施について

■問い合わせ　市民課年金係（��０２５３）

　　　　　　　岡山社会保険事務局高梁事務所（��2285）

　　　講演
　　　　「人生はいつも青春」

　　　俳優　原田大ニ郎さん
　　　富家小学校グラウンド

■問い合わせ　
　教育委員会備中分室（��４５１５）

３月１２日�
１３時から

備中総合センター

内容

講師

駐車場

ところ

とき
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示
し
た
、「
県
庁
の
星
パ
ネ
ル
展
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
程
…
映
画
上
映
終
了
ま
で

▽
場
所
…
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー

タ
ウ
ン
３
階
特
設
会
場

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
観

光
係
（
�
�
０
２
１
７
）

無
料
調
停
相
談
会
に
つ
い

て
　

高
梁
調
停
協
会
で
は
、
無
料
調

停
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
・
交
通
事
故
・
金

銭
賃
借
・
離
婚
・
相
続
等
の
問
題

で
お
困
り
の
人
は
、
ご
遠
慮
な

く
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
、
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
等
は
不

要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
日
時
…
３
月　

日
�　
　

時
〜

１０

１０

　

時
１５▽

場
所
…
高
梁
簡
易
裁
判
所（
片

原
町
）

■
問
い
合
わ
せ
…
高
梁
調
停
協
会

事
務
局
（
高
梁
簡
易
裁
判
所
内　

�
�
２
０
５
１
）

高
梁
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の

方
針（
案
）の
縦
覧

　

高
梁
都
市
計
画
区
域
と
成
羽
都

市
計
画
区
域
を
高
梁
都
市
計
画
区

域
と
し
て
統
合
す
る
に
あ
た
っ
て

策
定
さ
れ
る
、
高
梁
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の

方
針
（
案
）
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期

間
中
に
意
見
書
を
縦
覧
場
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
…
２
月　

日
�
〜
３
月
３

１７

日
�　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

▽
場
所
…
岡
山
県
土
木
部
都
市
局

都
市
計
画
課
、
市
役
所
都
市
整
備

課
（
仮
庁
舎
１
階
）

■
問
い
合
わ
せ　

岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
（
�

０
８
６
�
２
２
６
�
７
４
９
２
）、市

役
所
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

（
�
�
０
２
３
８
）

戦
没
者
等
の
妻
の
方
へ
・

戦
没
者
の
父
母
等
の
方
へ

　

特
別
給
付
金
の
請
求
は
お
済
み

で
す
か
。
次
の
特
別
給
付
金
の
請

求
期
限
は
３
月　

日
で
す
。

３１

　

こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ

り
権
利
が
消
滅
し
、
特
別
給
付
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

▽
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
…
平
成　

年
４
月
１
日
現

１５

在
、
次
の
年
金
給
付
の
受
給
権
が

あ
る
戦
没
者
等
の
妻
に
特
別
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

�
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
、

特
例
扶
助
料

�
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺
族
給
与

金
（
公
務
傷
病
ま
た
は
勤
務
関
連

傷
病
に
よ
る
死
亡
を
支
給
事
由
と

す
る
も
の
）

�
旧
令
共
済
組
合
特
別
措
置
法
の

殉
職
年
金
等

▽
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特

別
給
付
金
…
次
の
要
件
を
満
た
す

戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母
に
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■問い合わせ
　　　　同協会　山城短歌会
　　　　前原　敏さん（������）
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�
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
次
の

１５

年
金
給
付
の
受
給
権
が
あ
る
こ
と

�
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
、

特
例
扶
助
料

�
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺
族
給
付

金
（
公
務
傷
病
ま
た
は
勤
務
関
連

傷
病
に
よ
る
死
亡
を
支
給
事
由
と

す
る
も
の
）

�
旧
令
共
済
組
合
特
別
措
置
法
の

殉
職
年
金
等

�
戦
没
者
死
亡
後
か
ら
平
成　

年
１５

３
月　

日
ま
で
の
間
に
氏
を
同
じ

３１

く
す
る
子
ま
た
は
孫（
自
然
血
族
）

を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
社

会
福
祉
係
（
�
�
０
２
６
４
）

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」

と
い
っ
た
内
容
の
偽
者
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を
送

り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名

目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
新
手
の

手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。被
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」か
も
し
れ
な

い
と
感
じ
た
ら
、送
金
の
前
に「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

同
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
�
０
３
�
５
３
２
０
�
４
７

７
５
）、
市
民
課
地
域
振
興
係
（
�

�
０
２
５
４
）

２
月
は
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
化
月
間

　

１
８
５
５
年
２
月
７
日
に
日
露

間
の
国
境
を
「 
択  
捉 
（
エ
ト
ロ
フ
）

え
と 
ろ
ふ

島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
」
と
定
め

た
日
露
通
好
条
約
が
締
結
さ
れ
た

こ
と
に
ち
な
ん
で
、こ
の
日
を「
北

方
領
土
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
本
島
の
北
東
洋
上
に
連

な
る 
歯  
舞 
群
島
、 

色  
丹 
島
、 

国  
後 

は
ぼ 
ま
い 

し
こ 
た
ん 

く
な 
し
り

島
、
択
捉
島
の
北
方
四
島
は
日
本

固
有
の
領
土
で
す
。

　

こ
の
北
方
四
島
を
呼
び
戻
そ
う

と
、２
月
７
日
の「
北
方
領
土
の
日
」

を
中
心
に
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
国
民
が
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
北
方
四
島
の
早
期
返
還
実

現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�


